
    

九条の会講演会 ――小田実さんの志を受けついで 

行ってきました  事務局 藤村吉則 

 
◆「九条こそが世界平和の最も現実的な理想だ」と語り続けた小田実さんが逝かれて八

ヶ月後。春の息吹を微かに感じる 3月 8日、旧渋谷公会堂に九条の会呼びかけ人の残る

八人が集った（梅原猛さんはメッセージ参加）。生涯のパートナーの玄順恵さんも参加

し、『小田実さんの志を受けついで』8人が約 30分ずつ小田さんを語った 

◆大江健三郎さんは、小説「ＨＩＲＯＳＩＭＡ」を取り上げ、代表的行動派文学者であ

った氏の文学が、その行動（幾つもの成果がある）の奥に積み重ねた、絶望の悲しみの

闇に一際輝く、強い希望の文学だったことを。 

◆鶴見俊輔さんは、思想史的位置付けから、批判的常識派としての氏の大きさとユニー

クさを、例えばジョン万次郎に並べて語られた。 

◆井上ひさしさんは、九人の中で常に行動と思考の指針を示してくれる人だったことを

ユーモラスに語り、 

◆そして澤地久枝さんは、氏の言葉から「小さき人たれ、世の大きな者達は私たちなく

して何も出来ないのだ、平和の主としての小さき人の誇りを持ってする自由と平等の市

民活動が民主主義だ」と紹介して、九条の会の一人一人の意思を励ました。 

◆最後に、呼びかけ人会議全員の意志として、「小田さんはいないが、今もこれからも

私たちと一緒にいる。」との確認が報告され、今後もパンフやポスターに小田さんが居

続けることが決定された。会場の参加者は 2,300 人でした。 

  

「新憲法制定議員同盟」が始動！ 

超党派の保守系国会議員らでつくる薪憲法制定議員同盟」（会

長・中曽根康弘元首相）が３月４日、国会内で総会を開き役員

改選を行ったようです。自民党からは安倍晋三前首相、伊吹文

明幹事長、谷垣禎一政調会長らが新たに顧問に就任、民主党か

らも新たに、鳩山由紀夫幹事長が顧問、前原誠司副代表が副会

長に就きました。自民、民主両党が、九条改憲という国のあり

方の根本問題で基本的に同方向であることを示すものです。 

あいさつで中曽根会長は「超党派で最大公約数を求めながら

国家像を決めていく大事業だ」と強調しました。閣僚では町村

信孝官房長官が参加し、「（中曽根氏から）内閣を代表して出

てこいというご命令をいただき、これは天の声だとして私は喜

んで参加した」などと発言。改憲の呼びかけの先頭に立つ立場

を鮮明にしました。これは憲法尊重擁護義務（憲法九九条）に

公然と違反する行動です。衆参両院の憲法審査会始動へ働きか

けをさらに強め、「九条の会」に対抗していくため地方の拠点

づくりを進める、ことを確認し合いました。五月一日には「新

憲法制定推進大会」（仮称）を憲政記念館で開催することを決

めたようです。 
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